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●職員一人ひとりのWell-being実現に向けた取組

健康保持・増進
メンタルヘルスケア

職場環境の整備

須坂市役所では、2024年８月、須坂市健康経営宣言をし、職員一人ひとりの
Well-beingの実現を目指し、心と体の健康を保ちながら、能力を最大限発揮
できる健康づくりや環境づくりを一層推進しています。
今年度初めて健康経営優良法人に申請、２０２５年３月に認定されました。

※健康経営優良法人認定制度・・・特に優良な健康経営を実践している大企業や中小企業等の法人を「見える化」することで、従業員や求職者、関係企業や
金融機関などから評価を受けることができる環境を整備することを目的に、2016年度に経済産業省が創設した制度。 詳細は（https://kenko-keiei.jp）

ワークライフバランス
の推進

職員一人ひとりの状況・環境に合わせ
柔軟に対応し得る制度、体制の構築

働き方改革の推進
□ 時差出勤制度・テレワークの拡充
□ 時間外勤務時間の縮減

具体的な取組例

□健康経営を目指す組織体制

□評価された主な取り組み内容
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●ワークライフバランスの推進

通常時の勤務場所

須坂市役所

通常時の勤務時間（8：30 始業 ～ 17：15 終業）から、
始業時間を1時間前後させて勤務する制度

時差出勤の場合

8：30 17：15

1日の勤務時間：7時間45分

始業 終業

9：30 18：15

7：30 16：15

始業 終業

始業 終業

1日の勤務時間：7時間45分

1日の勤務時間：7時間45分

始業時間を遅らせることで、前日の勤務終了後から十分なイ
ンターバル(休息)を確保することや、始業時間を早めること
で、子どもの送迎する時間を作ったりなど、幅広い利用の
仕方を可能としています。

多様な働き方の一つとして、職員のワークライフバランス支
援するとともに、ＩＣＴを活用することで業務の効率化や生
産性向上に繋がります。また、大規模災害時などにおいては、
行政機能の維持のための有効な手段とされています。

テレワーク時の勤務場所

自宅等

庁内システムにネットワークを接続する必要性がある場合、
貸出用PCを貸与することで、従事している業務によっては、
自宅等においても通常時と支障ない環境下で業務をすること
が可能となります。



●制度利用職員の声【時差出勤制度】
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時差勤務時のスケジュール
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●制度利用職員の声【テレワーク制度】

テレワーク時のスケジュール


